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極金属欠乏銀河 (EMPG)には、非常に強い高階電離輝線 (Heii4686など)が見つかっているが、星の種族合成
モデルではその光度を説明できていない。Umeda et al. (2022;以下 U22)は光電離モデル CLOUDYとMCMC
法を用いて、EMPGで観測されたHeiiを含む 10本以上の可視光輝線の光度を再現する電離スペクトルを探った。
その結果、EMPGには正体不明の隠れた非熱的放射源が存在することが示された。この非熱的放射源の正体を
探るため、本研究では、電離エネルギーがHeii (54.4 eV)より高い [NeV]3426輝線 (97.1 eV)をU22の解析手法
に新たに加えることで、非熱的放射のスペクトルの冪と光度を求めた。この解析を [NeV]が検出された 5つの近
傍 EMPGに適用したところ、軟 X線にあたる 54.4− 97.1 eVのエネルギー帯で、冪と光度の推定値がそれぞれ
−1.5 < α < 0.5、1039 < L < 1042 egr/sの範囲に分布する事が分かった。これらの冪と光度を超大光度 X線源
(ULX)と活動銀河核 (AGN)のモデルスペクトルと比較したところ、５つのEMPGのうち１天体ずつがそれぞれ
ULXと AGNの電離スペクトルと同程度の冪と光度を持つことが分かった。残りの３天体のうち２天体は AGN
と同程度の冪を持つ一方で光度が 1/10以下だったため、ULXとAGNの中間の性質を持つ中間質量ブラックホー
ル (IMBH)の存在が示唆される。さらに残りの１天体はULXと同程度の冪を持つ一方で光度は 10倍程度と大き
いため、これまで見つかっていないほど多数のULXを持つ銀河か、IMBHの可能性がある。以上を踏まえ、本講
演では 102−5 M⊙の亜–超臨界降着円盤の放射スペクトルモデルを用いて、これらのEMPGの電離源を議論する。


